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草刈り（10月11日）
草集め（10月18日）



　毎年10月の定例作業の草刈り、草集め。
今年の草刈りは11日の日曜日に実施され
ましたが、参加者は例年よりもやや少ない
20名足らずとなりました。その分、スペー
スも少なくして軽い作業となりました。
　斜面に足をふんばって広い草原を虎刈
りにしていく素人作業なのですが、普段扱
わない草刈機も慣れたら楽しいものです。
高い空にススキ、秋の阿蘇での労働もなか
なか捨てがたい魅力です。ウメバチソウを
はじめとする秋の花も美しい彩りです。
　来年の草刈りには、皆さまも、ご都合を
つけて、ぜひご参加を。
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（10月11日）草刈り

ヤマラッキョウ

ウメバチソウ



　草刈りの1週間後の10月18日、草集めには
30名を越える会員の皆さんが集まりました。
秋晴れの阿蘇は、寒すぎず、暑くもなく、作業を
するには適した天候。
　1週間前に刈り、天日で干された草を、熊手
や柄の付いた鎌でかき集め、平場に集めてい
きます。きつい斜面を登り、草を下ろし、また
登る。もちろん、鈍った筋肉は悲鳴をあげるの
ですが、同時に、妙にテンションが上がってし
まうんですね、これが。脳内物質が分泌される
のでしょうか、異様にハイになって斜面を駆
け登ったりします。もっとも、そのしっぺ返し
は翌日、あるいは2日後に訪れることになるの
ですが。
　干し草は、テープなどで束ねるのですが、慣
れてくると草で縛れるようになります。集めた
草から一握りをつかみ出し、ちゃちゃっとよ
じって草の束をくるり。端と端を交差させて
ねじり込んで出来上がり。結び目なんて作らな
いのですが、ちゃんと束ねられるのが面白い。
　作業が終わると、すっきりと刈られた原野
に束ねられた干し草が並びます。この後、阿蘇
は急速に厳寒の冬を迎えます。

 

タカトウダイ
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（10月18日）
草集め

ムラサキセンブリ
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〒862-0912 熊本市錦ケ丘3番15号　TEL＆FAX  050-6620-8306

発行
「花野たより」は年４回発行していく予定です。会員の皆さま、
今後ともよろしくお願いいたします。編集部へのご意見・ご
要望、励ましなどはメールでよろしく。
　　　　　　　　　k.mori@airs.ne.jp（広報担当：森）
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第１回阿蘇野の花観察会　4月25日（日）　清栄山（高森町）　キスミレ、ヒトリシズカなど
※熊本記念植物採集会の例会に参加：往復４kmほど

第２回阿蘇野の花観察会　7月11日（日）　阿蘇花野トラスト　ヒメユリ、野鳥観察など
※今回は、鳥の専門家、坂梨先生を招いて夏の野鳥観察も楽しみます。

第３回阿蘇野の花観察会　9月12日（日）　阿蘇花野トラスト　ワレモコウなど
※秋に行うのははじめてです。秋の七草を楽しみます。

会報誌「花野たより　Vol．20（野焼き報告）」発行　

会報誌「花野たより　Vol．21（春の観察会報告）」発行　

会報誌「花野たより　Vol．22（夏・秋の観察会報告）」発行　
防火線づくり

会報誌「花野たより　Vol．23（草刈・草集め報告」発行

野焼き　2011年３月２０日（日）　予備日 ３月２１日（月・祝）、２7日（日）、4月3日（日）

草刈り　10月17日（日）　
草集め　10月24日（日）　

2010年度の活動スケジュール

 

阿蘇花野協会は、次のような団体からの寄付・助成金を受け、活動しています。

さて、３月はお待ちかねの「野焼き」です。阿蘇だから体験できる壮大なスペクタクル。圧倒的な迫力の中、自
然環境の大切さ、自然と人との関わりを体感する得難い機会です。ぜひ、ご参加ください。
なお、「野焼き」の参加には保険が必要です。会員の皆さんにはお知らせをいたしますので、お早めに参加申込
みをお願いいたします。

野焼き　3月21日（日） 予備日　3月22日（月）、28日（日）、4月4日（日）
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